
45

とだ議会だより No.200とだ議会だより No.200

を
承
認
す
る
こ
と
や
、

学
校
運
営
に
関
す
る
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
一
定
の
権

限
と
責
任
を
も
っ
て
学

校
運
営
に
参
画
す
る
組

織
で
あ
る
。

《
結
果
》
原
案
可
決

(
全
員
一
致)

第
１
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
率
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得

に
応
じ
た
段
階
を
、
改
正

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

学
校
運
営
協
議
会
と
は
、

学
校
運
営
及
び
当
該
運
営

へ
の
必
要
な
支
援
に
関
し

て
協
議
す
る
機
関
の
こ
と

を
い
い
、
地
域
住
民
や
保

護
者
等
で
構
成
さ
れ
る
も

の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
中
核
を
な
す

も
の
で
す
。
こ
の
、
新
た

に
設
置
す
る
学
校
運
営
協

議
会
委
員
の
報
酬
及
び
旅

費
の
支
給
に
つ
い
て
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

前(

第
６
期)

は
13
段
階

で
あ
っ
た
も
の
を
、
改
正

後(

第
７
期)

は
16
段
階

に
広
げ
て
、
基
準
額
と
な

る
第
５
段
階
に
つ
い
て
、

改
正
前
の
年
額
６
万
７
２

０
０
円
か
ら
、
改
正
後
は

年
額
６
万
９
３
０
０
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
設
定
に

当
た
っ
て
は
、
第
６
期
か

ら
第
７
期
に
か
け
て
被
保

険
者
数
を
約
１
６
０
０
人

の
増
加
と
見
込
み
、
こ
れ

を
基
に
第
７
期
に
お
け
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用

を
積
算
し
、
こ
の
費
用
を

賄
う
た
め
の
保
険
料
を
算

出
し
て
い
ま
す
。

質　
疑

Ｑ

校
運
営
協
議
会
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
違
い

は
。

Ａ
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
当
該
学

校
に
お
け
る
保
護
者
と

教
職
員
に
よ
る
組
織
で

あ
り
、
児
童
生
徒
や
学

校
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
一

方
、
学
校
運
営
協
議
会

は
、
当
該
学
校
が
あ
る

地
域
の
方
や
保
護
者
の

代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
組
織
で
、
委
員
は
非

常
勤
特
別
職
の
地
方
公

務
員
の
身
分
を
有
し
、

学
校
運
営
の
基
本
方
針

３
月
定
例
会
は
市
長
選
挙
の
関
係
で
繰
り
上
が
り
、
２

月
１
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
40
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。
冒
頭
の
役
職
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に
は

三
浦
芳
一
氏(

公
明
党
・
４
期)

、
副
議
長
に
は
細
田
昌
孝

氏(

み
ら
い
の
会
・
２
期)

を
選
出
。
ま
た
、
議
会
選
出

の
監
査
委
員
と
し
て
馬
場
栄
一
郎
氏(

み
ら
い
の
会)

を

選
任
す
る
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
議
案
で
は
、
市
長
提
出
議
案
45
件
と
、
議

ま
た
、
本
人
が
住
民
税

課
税
で
あ
る
区
分
の
う
ち
、

第
９
段
階
以
降
を
市
独
自

に
細
分
化
す
る
こ
と
で
、

低
所
得
者
に
配
慮
し
た
保

険
料
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
、

改
正
後
の
保
険
料
率
の
規

定
は
、
平
成
30
年
度
分
の

保
険
料
か
ら
適
用
す
る
も

の
で
す
。

員
提
出
議
案
２
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同
意

し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
議
案
に
対
し
延
べ
20
人
の
議
員
が

質
疑
し
、
議
案
４
件
に
対
し
、
延
べ
８
人
の
議
員
が
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
質
問
で
は
、
会
派
を
代

表
し
て
５
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
４

日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
15
人
の
議
員
が
活
発
な

論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

3月
定例会
3月
定例会

平成30年

2月１日～3月12日

歳
出
で
は
、
障
害
者
自

立
支
援
事
業
費
の
増
額
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
積

立
金
等
を
計
上
。
歳
入
で

は
、
市
税
及
び
市
有
地
売

払
収
入
の
増
額
、
並
び
に

前
年
度
繰
越
金
等
を
見
込

ん
だ
も
の
で
す
。

■ 一般会計予算　　５０2億7,8００万円

■ 特別会計予算　　２31億2,507万円（１0特別会計の合計額）

■ 水道・下水道事業の予算

▼ 平成30年度予算のあらまし（千円単位は切り捨て）

※一般会計予算の内訳は、5ページをご覧ください

※収益的収支…水道水の供給や下水の処理にかかる収入と支出

※資本的収支…配水管や浄水施設、下水道管やポンプ場の建設更新などに
　　　　　　　かかる収入と支出

項　　　目 水道事業会計 下水道事業会計

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

２５億7,377万円

２4億9,490万円

6億4,730万円

１８億3,296万円

２7億5,661万円

２５億5,656万円

16億3,150万円

23億4,329万円

▼ 歳 入（収入源）

▼ 歳 出（支出先）

【一般会計予算　502億7800万円の内訳】

市　　　税
２８２億６千万円
56.2％

国庫支出金
９５億4千万円
19.0％

4.4
％

5.8％ 4.1
％

２・０
％

8.5％

地方消費税交付金
22億円

県支出金
29億円

市　　債
10億2千万円

諸　収　入
20億5千万円

その他
43億１千万円

※百万円単位以下は四捨五入

民　生　費
２５８億6千万円
51.4％

教育費
５2億
7千万円
10.5％

土木費
４3億
6千万円
8.7％

総務費
52億円
10.4％

衛生費
35億
8千万円
7.1％

3.2
％

6.3
％

2・4
％

消防費
16億2千万円

公債費
31億5千万円

その他
12億4千万円
(議会費0.8％)

学

学
校
運
営
協
議
会
委
員

の
報
酬
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算

高
齢
者
総
合
福
祉
条
例

の
一
部
改
正

正副議長就任あいさつ

市民の皆様には、日頃から市議会に対し、ご理解
とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
このたび、議員各位のご推挙により、議長並びに
副議長の要職に就かせていただくことになりました。
身に余る光栄と存じますとともに、その任務と使命の
重大さを深く感じ、改めて身の引き締まる思いでござ
います。
本市においては、人口増加が続き、行政需要が拡
大する中、多くの課題が山積しております。
今後も皆様の声にしっかりと耳を傾け、議員一丸と
なって全力で課題解決に取り組み、市の持続的で充
実したまちづくりに寄与できるよう努力してまいる決意
でございますので、ご理解・ご支援を賜りますよう、
お願い申し上げます。

議長　三
み う ら

浦 芳
よしかず

一 副議長　細
ほ そ だ

田 昌
まさのり

孝

▲ 学校運営協議会準備委員全体研修会
　（戸田第一小学校体育館）


